
 

 

 

 

 
 
 

「気遣う」行動と優しさ ～安心・安全な学校～ 

                  校長 引間 陽子                 

あまりの暑さに疲弊してしまう今年の夏。やっと、お彼岸の時期に猛暑のピークを乗り越えた
かなと感じますが、子どもたちが安全に過ごせるよう、特段、熱中症予防に御協力いただいたこ
とに感謝いたします。 
 
学校では、２学期開始早々の秩父 

まつり会館・秩父神社と和紙の里を 
見学した４年校外学習に続き、ロッ 
テ浦和工場と市立博物館を見学した 
３年校外学習、多くの保護者の皆様 
が参集した授業参観など、次々と学 
校行事が実施され、子どもたちの元 
気で活発な活動の様子が見られます。 
 
さて、本校では〝指扇小だより４月号”にて示した『令和５年度指扇小学校 学校経営ビジョ

ン』で、学校の取組の柱の一つとして「安心・安全な学校」をお伝えしました。これは教育活動
の土台になるものです。具体的な内容は、次の８つになります。 
 
①適切な感染症拡大防止対策と柔軟な運営   ②「児童生徒の心のサポート」「緊急対応」「いじめ対応」「欠席児童への対応」 

③安全指導（交通安全・不審者対応等）    ④給食指導（食育）・アレルギー対応   ⑤保健管理・保健指導   

⑥安全管理（点検と修繕）                   ⑦教職員事故の防止                  ⑧情報管理・セキュリティ管理 

 
どれも侮れない大事な取組で、子どもたちが安心・安全な生活と感じ、安全に登校し、安全に

家庭に帰るということを何よりも大切にしていきたいと考えます。 
例えば、学校では、基本的な安全指導の一つとして、各種の実践的避難訓練や教職員研修を実

施します。令和５年度は新たに「水害対応の避難訓練」や「不審者対応強化研修」を加えて実施
しています。先生方も子どもたちも、正しい知識と心構えを得ると同時に、いざという時の冷静
な判断力や行動力を備えるために実施するもの。誰もが自分事として取り組むことが大事ですが、
水害対応訓練での子どもたちは、命を守るために真剣に行動ができたこと、お互い協力し合った
こと等、確実に避難ができたという成果がありました。 
また、一人ひとりが安全に行動できるように、日々安全指導や注意喚起を行っています。具体

の例を挙げながら、繰り返しの指導となります。校内には安心・安全にかかわる掲示や表示によ
り啓発もしています。怪我の起きた状況を分析すると、防げた事案も少なくありません。怪我の
大小に関わらず、怪我が起きないよう「気遣う」行動と相手を「気遣う」優しさをもっともっと
身に付けさせたいと感じます。どのクラスでも温度差なくしっかり指導してまいります。 
保護者の皆様、地域の皆様、引き続き、御協力、御支援をよろしくお願いいたします。 
 

 

１０月号 令和５年９月２９日 第６号 

さいたま市立指扇小学校 

〒331-0078 

さいたま市西区西大宮１丁目 49－6 

電話 048-623-0133 FAX048-624-2200 

【児童数】男子 443名女子 428名計 871名 

教育目標 やり抜く子の育成 

  かしこく やさしく たくましく あたたかく 

４年 秩父まつり会館 ３年 ロッテ浦和工場 
 

 

     

校内の安心・安全にかかわる掲示や表示 


